





































覚低下者は133名で分析対象者の36, 5%(男性43. 、 _女性25.4%)であった。男性の塩味
知覚低下の保有が多かった。 eGFR各水準の塩味知覚低下者は、 90≧:群83名中18名
(21. 、 80-89群84名中36(42.8%)、 70-79群71名中29名(40.8%)、 60-69群66名中
29名(43.9%)、 (60群60名中21名(35.　であった　eGFR90≧を参照水準とした各eGFR
の塩味知覚低下者の多変量調整後のオッズ比および95%信頼区間は80-89群
3.0(1.4-6.1)、 70-79群2.4(1.1-5.3)、 60-69群3.0(1.3-6.6)、く60群1.9(0.8-4.3)で
あった。
【考察】本研究において、糖尿病患者の塩味知覚低下の保有は、一般集団よりも多かっ
た。また、男性は塩味知覚低下の保有が多かった。 ≧90群と比較して、 eGFR60-89では、
塩味知覚低下の有所見が約2-3倍高いことが示された。塩味知覚を減塩指導に用いるこ
とは高血圧患者、透析患者で械塩の効果があるとされている。早期の腎機能低下者に対
しても減塩困難であれば塩味知覚低下の有無の把握とともに、それに伴う指導を行う必
要性が示唆された。
【総括】 -大学病院糖尿病外来通院中の40-64歳の糖尿病患者を対象に塩味知覚低下の
有所見およびe肝Rによる腎機能と塩味知覚低下の関連を検討したところ、対象者の
36. 5別こ塩味知覚低下を認めた。また、腎機能と塩味知覚低下との関連では、 eGFRが60
-即の集団では≧90群と比較して塩味知覚低下者の有所見が2-3倍であったが、く60
の群では参照集団との有意な相違は認めなかった。
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200字程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
